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物質として endoplasmic reticulum に付着したものと、特に膜構造との関連をもたず“遊離型"と
して存在するものとが認められている。そして、文献的には membrane bound ribosome は分泌性
蛋白など特殊蛋白質の合成を行ない、 free ribosome は細胞構造蛋白質を生成すると推論されている。







1. ra t [-'自組織における microsome の density pattern の変化
各実験群の rat 子宮組織 homogenate より分離した microsome を sucrose の密度勾配法により
沈降分析法を用いて分画した。その結果、 estradiol の影響下に強い増殖性を示す子宮組織においては
“ light microsome" が多く、 proge s terone 投与により“heavy microsome" が著明に増加している。
2. 胎仔、新生仔の生長過程における肝 microsome の性格変化
胎仔肝、新生仔肝の microsome 分画を遠沈法により heavy microsome 、 light microsome に分け、
分幽の量的比率を検討した。この結果から、遠心速度によって分離した microsome の各分画比は、胎
? ?つ'“
仔期において light microsome が多く、新生仔期の発育過程において逐次 heavy microsome が増
加し、生後18日目にはほとんど成熟肝の比率に等しくなった。
3. 成熟肝および胎仔肝の細胞内微細構造と各 microsome 分画の形態
成熟肝と胎仔肝の実質細胞における ribosome の存在様式を電子顕微鏡にて比較観察した。その結
果、成熟肝において ~fJ京会伏に言忍められる ribosome はほとんど membrane t こ bound し“rough enｭ
doplasmic reticulum" を形成しているが、胎仔肝 ribósome は母体肝に較べて membrane に付着
した形以外に“free polysome" として存在する ribosome が比較的多く認められた。また micro­
some の 2 分画を表面浮遊法によって観察した。 heavy microsome fraction は不整形な比較的大
きな環状を作る organella で、表面には頼粒状の ribosome が多く付着している。すなわち“rough
endoplasmice reticulum" が分画されている。一方、 light microsome fraction は比較的小さな不
整形の organella の集合として認められ、小頼粒状の ribosome は不規則に散在している。
4. heavy および light microsome における蛋白合成能の比較検討
成熟肝と胎仔肝の microsome を 2分画に分け無細胞系での蛋白合成能を比較検討してみた。この
実験より、 unfractionated microsome において胎仔肝の蛋白合成能は母体肝に較べて高活性を示すこと
が確かめられた。また母仔両肝に共通して認められたことは、①heavy microsome の蛋白合能よりも
light microsome の方に比較的高い活性を示すことであり、②また 2 回の desoxycholate 処理によ
って ribosome の蛋白合成が上昇したことである。
5. 妊娠各時期における繊毛組織の、 microsome の性格変化
aging に伴う胎盤細胞の性格の変化を胎盤組織 homogenate を作り microsome を分画したのち、
sucrose gradient による sedimentation pattern により観察した。初期胎盤では、 light microsome 
分画が heavy microsome 分画より圧倒的に多く、妊娠日数が進むにつれて、その pattern が逆転守
し、 10ヶ月胎盤では heavy microsome 量が増加している。
6. 妊娠各時期における械毛細胞の組織再形成能について
Moscona (1961) が行なった方法に従った。 3 ヶ月の胎盤では、円型の密な直径ほぼ30μ の aggre­





に存在する ligeht microsome 分画での ribosome の存在が、機能分化にともない heavy micl'oｭ







あるいは機能分化の時期に応ピて ribosome を含む“microsome" の density pa ttern、量的比率お
よび蛋白合成能等は特徴的な変化を示し、これに対応して電子顕微鏡的に膜結合型の ribosome と
遊離型の ribosome の存在様式も変化することを明らかにした。
すなわち、本研究は産婦人科学の基本的問題に関連し、臨床的にも 1 つの考え方を提示するものと
して重大な意義をもっ論文で、あると考える。
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